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企
業
の
投
資
行
動
に
関
す
る
実
証
的
研
究
.は
、
従
来
多
く
の
場
合
、
設
備
投
资
函
数
お
よ
び
在
庫
投
資
函
数
を
企
業
の*

i
n
t
e
m
a
l

 

d
e
c
i
s
i
o
n、

•

.

 

.

 

.

 

*

に
関
す
る
仮
説
か
ら
誘
導
し
、
，こ
れ
.ら
.を
統
許
的
に
確
定
す
る
と
い
う
方
:向
で
発
展
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
現
在
で
は
数
多
く
の
貴
重
な
情
報 

が
経
済
研
究
者
の
共
有
財
産
と
な
0

て
■い
る
。
し

か

し

、

最
近
に
な
っ

て
；上
述
の
方
向
に
し
た
が
う
研
究
ゆ
一
つ
•の
大
き
な
壁
に
突
き
当
っ
た
よ 

う
に
思
わ
れ
る
。
設
備
投
資
お
よ
び
在
庫
投
資
の
変
動
を
規
制
ず
る
諸
要
因
を
摘
出
す
る
努
力
.が
続
け
、ら
れ
て
き
た
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
結

果
に
は
い
ず
れ
も
か
な
り
の
曖
昧
さ
が
依
然
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
つ
.に
は
、
投
資
行
動
を
規
制
す
る
複
雑
な
心
理
的
要
因
の
&
甩

'. 

.

.

.

.

.

 

.

 .

.

.

-

 

. 

..
、

や
生
産
技
術
の
進
歩
の
：影
響
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
他
方
に
お
い
て

金
融
的
な
諸
条
件
の
変
化
の
影
響
も
無
：視
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
 

筆
者
は
こ
の
小
論
に
お
い

て

、

企
業
が
そ
の

利
用
可
能
な
資
金
を
与
え
ら
れ
た
と
き
.に
、
各
種
の
資
鹿
へ
の
投
資
に
どQ

よ
う
に
配
分
す
る
か
を 

実
証
的
に
研
究
し
た
い
と
思
う
。
 

•

'

 

.

.

.

. 

'

 

一
 

ん 

.

,こ
の
小
論
は
拙
稿〔

3〕

の
内
容
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
者
を
特
に
参
照
し
な
く
て
も
、
こ
の
小
論
の
理
解
を
阻
む
こ
と
は
な 

い
。
こ
の
研
究
を
発
展
さ
せ
た
各
段
階
に
お
い
て
贵
重
な
意
見
を
寄
せ
ら
れ
た
慶
応
義
塾
大
学
の
鈴
木
諒
一
、
，辻
村
江
太
郎
両
教
授
、
小
尾
、
尾
崎
両
助
教 

授
、
そ
の
他
同
僚
達
お
よ
び
侧
而
か
ら
種
々
の
御
援
助
'を
い
た
だ
い
た
日
本
銀
行
統
計
局
の
諸
氏
，に
.感
謝
め
意
を
表
し
た
い
。
云
う
ま
で
も
な
く
、
本
稿
に
残

さ
れ
て
い
る
誤
り
は
す
べ
て
筆
者
が
そ
の
責
を
負
う
も
の
で
あ
る
。

(

1)

そ
の
ご
く
最
近
に
お
け
る
主
な
も
の
と
し
て
は
、M

eyer, J.R, Kuh
,

 E. 
s.
 

Kuh, 

E
.
〔7
〕，

Grunfeld, Y
.
〔2
〕，

Eisner, K
,
〔1〕，

Hickman,

B
.
G
.
〔4〕，

Ueno, H.p
l

〕

等
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

;

- 

-

.

 

.

 

.

.

.

 

.

I

:

序

：

論 

、

.* 

*

 

.

 

.

 
-
i
l

'
い
わ
ゆ
る
定
常
状
態
に
あ
る
経
済
に
お
い
て
は
、：
各
製
品
お
よ
び
生
產
要
素
の
市
場
：取
引
量
が
変
化
せ
ず
、
企
業
の
生
産
設
備
能
力
も
一
定
、
 

し
た
が
づ
て
企
業
の
生
産
す
る
付
加
価
値
も
.一
定
で
あ
る
。
生
産
さ
れ
た
付
加
価
値
は
各
生
産
要
素
に
す
べ
て
分
配
さ
れ
、
消
費
さ
れ
る
か
ら
、

消
費
者
お
よ
び
企
業
の
貯
蓄
ば
ゼ
ロ
.で
あ
る
。
.企
業
家
は
当
然
得
ら
れ
る
料
潤
を
朱
う
こ
と
が
な
.い
.よ
.う
.：な
資
産
構
成
を
維
持
：し
、
.
.あ
と
は

-

 

. 

. 

*

 

;

routine w
o
r
k

を
続
け
る
だ
け
.で
あ
る
。

：

' 

.
..

:

ゆ
る
や
か
な
成
長
を
持
続
す
る
経
^

で
は
、.
'企
業
家
の
_純
投
資
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
'
こ
の
投
資
の
^

金
滬
泉
は
主
'と
し
で
；企
業
の
内
部
蓄
積

.

.

.
 

. 

..
 

• 

•

(

内
部
留
保)

で
，あ

る

。

し

か

：
し

、

'
急
激
な
経
済
発
展
の
.段
階
で
は
企
業
家
.
.の
将
来
.
へ
，の
期
待
が
強
く
、
そ
の
.投
資
活
動
.を
維
持
す
る
資
金
を
企
業 

の
内
部
留
保
で
贿
う
こ
と
は
不
可
能
と
な
り
、
、.多
額
の
外
部
資
金
を
調
達
す
る
必
要
が
生
じ
て
く
る
。;
わ
が
国
の
場
合
に
は
、
：企
業
が
調
達
す
る

外
部
資
金
は
主
と
し
て
金
融
機
関
か
ら
の
長
期
ま
た
は
短
期
の
借
入
金
で
あ
：る
。
ほ
と
ん
.ど
.の
企
業
が
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
金
に
強
く
依
存
し.

-

 

.

-

 

•

 

•

.

 

.

•

て
投
資
活
|

拡
大
す
る
な
ら
ば
、
.
民
間
金
融
機
関
は
そ
の
類
余
に
対
し
て
過
大
な
貸
出
を
：誘
発
さ
れ
易
<

な
る
。.
'他
方
.に
お
：い
て
、.\経
済
全
体

で
の
通
貨
供
給
は1

般
的
な
景
気
の
過
熱
を
警
戒
し
て
常
に
多
少
と
.も
控
え
目
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
ら
.'
:こ
0

と
.と
か
ら
一
般
的
な
慢
性
的

•

 

.

 

-

 

•

 

-

 

.

:

資
金
の
：超
過
需
要
が
存
在
す
る
と
云
わ
れ
て
.い
る
タ
資
金
不
足
は
企
業
家
の
主
観
的
な
.ム
，.丨
：ド
に
過
ぎ
‘な
い
の
か
も
し
れ
な
い
'け
れ
、ど
も
f

少 

な
く
と
.も
景
気
調
整
期
を
.除
け
ば
I

金
融
市
場
に
.お
い
.
て
；市
中
金
.利
が
自
動
調
整
作
用
を
失
っ
て
い
.る
以
上
、.
資
金
供
給
者
の
侧
に
多
少
と
も
.

主
導
権
が
移
.っ.
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
で
.あ
ろ
う
。
.同
ー
業
種
に
厲
す
る
企
業
間
に
規
模
の
格
差
が
み
ら
れ
る
ニ
つ
の
原
因
は
t

の
よ
う
な
資
金

• 

.

.

 

.

.

.

 
•

 •

 

,

 

• 
.

 
.

.

.

.

• 

’
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.

 
.
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:
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企
業
.の
投
資
配
分
；
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.

•

'

'

;

,

.

.

 

.

.

.

.

'

'ニ
八
.

'

(

七
〇
八)

調
達
カ
：の
格
差
，に
も
依
存
：レ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
-̂
■̂

:

:

.

•

:

.

..

.

•

 
:

 

-

 

.

.

■

.

:

■■
■

< 

-

: 

.

.

.
上
述
の
よ
う
な
理
由
が
ら
、：
企
業
の
利
用
可
能
な
資
金
量
が
外
部
か
ら
制
約
さ
れ
る
と
き
.

に
は
、
企
業
は
こ
の
資
金
量
を
各
種
の
資
産
へ
の
投 

資
に
配
分
、
：
調
整
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
と
の
よ
う
な
■投
資
の
.配
分
が
、：
新
し
い
利
潤
を
得
る
機
会
を
な
る
べ
く
逃
さ
な
い
よ
う
に 

お
こ
な
わ
れ
る
1と
す
れ
ば
：.
.

企
業
の
投
資
行
動
を
投
資
配
分
.と
い
う
新
し
い
視
点
：か
ら
考
察
す
る
^

.>

が
可
能
と
.な
る
。

企
業
の
.投
資
行
動
に
はa

c
t
i
v
e

な
面
とp

a

g.i
v
e

な
面
と
が
あ
る
.こ
と
：に
留
意
し
な
：け
れ
ば
な
ら
な
：い
。a

c
t
i
v
e

な
商
に
お
け
る
投
資
と
は
設 

'
備
投
資
や
在
庫
投
資
を
指
'1
.
，.：治
3
皆
6
.
.
.

な
面
の
投
資
と
は
売
上
債
権(

売
掛
金
、
受
取
手
形
等)

の
.保
有
増
加
や
.現
金
•
預
金
の
保
有
増
加
等
を
指 

し

て
|

っ
こ
れ
ら
の
諸
資
産
へ
の
投
資
|

ろ
.：う
。
'
現
実
の
企
業
は
無
意
識
：の
中
に
；こ
ゝ
の
.よ
う
な
適
.爬
な
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
す
る
努
力
を
続
け
て
い
；る
に
ち
が
い
な

K
そ
こ
で
、'
 

.こ
の
小
論 

.で
は
投
資
配
分
：の
.構
造
に
分
析
の
焦
点
を
合
.わ
せ
.る
こ
と
に
1;

た
い
と
悤
う
。
/
企
業
の
投
資
配
分
構
造
の
.係
数
の
安
定
性
が
統
計
的
に
確
認
さ
れ 

る
な
ら
ば
？
企
業
©

投
資
行
動
の
実
証
的
研
究
に
一
つ
の
新
1

い
ィ
ン
_
フ
才
メ
ー
：シ
ョ
ン
を
提
供
す
ゲ
こ
と
に
な
る
，で
あ
ろ
う
。
.

攻
で
は
、
.'
';-
企
業
め
資
金
の
使
途
源
泉
額
表
.の
構
成
..に
対
す
る
簡
単
な
説
明
が
お
^

な
わ
れ
|て
い
る
。:
賛
金
使
途
.

(

源
泉)

額
合
許
は
当
該
期
間
に

お
け
る
企
業
の
利
用
可
能
な
ネ
ッ
ト
：の
資
金
量
.；に
等
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
.
そ
の
使
途
別
構
成
は
企
業
の
投
資
配
分
の
構
造
を
表
わ
し
.て
い
る
。

■

'

.

 

■ 

-

'

'

■

;

.

In

で
は
、'

上
記
め
配
分
構
成
を
考
察
す
る(

た
め
：に

「

資
金
配
分
性
向」
：
と
：い
：う
概
念
を
導
入
す
_る
:'
:°

1¥

で
は
、
.;

こ
の
概
念
を
中
心
.と
し
て
統
計
的

•

 

•

 

•

 

*

.

モ
デ
ル
が
設
定
さ
れ
、
>

に
お
.い
て
そ
め
計
測
結
果
が
^

さ
れ
る
。
そ
し
て
、-.
投
資
の
配
分
に
一
種
'の
規
則
性
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
で 

ぁ
ろ
.ぅ
。
、 

'

:

.

 

:

.

 

.

 

•

 

-

 

■

(

1)

.
企
業
家
の
経
営
能
力
の
格
差
が
企
業
の
規
模
間
格
差
を
も
た
ら
す
と
い
う
主
張
は

V

 

Kaldor.〔5〕.
.

に
み
ら
れ
る
。.

2

.)

企
業
'

へ
(0

資
金
的
制
約
が
鼠
気
の
特
殊
な
局
.

面
に
ぉ
ぃ
て
生
ず
る
場
合
に
っ
.

ぃ
て
の
理
論
的
考
察
は
、
水

野

〔

9

〕

に
み
ら
れ
る
。：

資 金 収 X 資 金 支 出

運
転
資
金

営業収人晚上収入 )

. 雑収入

短期借入金増加額 
( 含割引手形残増）

営業支出 ( 営業費用支私)  

雑 荚 出 .

決算資金支出
. - -

長
期
資
金

増 資  

起 • { / (

長 期 借 入 金 増 加 額 •

設婶投資

他企業などへの投資支出

. . / -

計 資金収入計 资金变出計

II:

資
金
使
途
源
泉
表

企
業
が
备
期
に
お
い
て
調
達
ず
る
.

資
金「

の
源
泉
别
：お
よ
び.使
途
別
の
配
分
構
造
を
亂
示.し
た
も
の
：が
、
い
わ

ゆ

る

「

資
金
使
途
源
泉
表」

' 

で
あ 

'

る
。.
そ
こ
で
V

K

金
使
：途
源
泉
額
が
ど
の.：よ
う
众
性
格
を
：も
っ.て
：い
る
か
を
明
ら
か.に
す
る
.

こ
と
亦
ら
始
め-
よ
う
。

：

n

 

'

1表
は
、
企
業
の
.一
決

算
明
末
に
お
け
る
資
金
収
支
を
示
し
た
も
.

の
で
あ
る。
..
n

 

.
1:
-

表
^

お
い
で
、
：.営
業
収
入
と.
は
当
期
売
上
高(

値
引
き
、
お
よ
び
戻
り
高
を
控
除
じ

、
 

•

た
純
額
で
あ
り
、
以
下
に
お
い
て
こ
れ
を
>

純
売
上
高」

、と
略
称
.す
る)

,
か
ら
売
上
債
権
增
加
額
等
を
引
い
起
額
、
:

つ
ま
り
現
金
売
上
収
入
で
あ
る
。
雜

-
 

.

■

-

.

,

 

.

収
入
と
.は
当
期
に
お
、け
る
営
業
収
入
以
外
.の
収
入
で
あ
る
：。
.営
業
支
出
は
当
期
営
業
費
用
の
う
ち
.で
当

.

.

.

. 

-
' 

.

'

:

-

:

期
に
現
金
支
払
：の
お
こ
；な
わ
れ
た
額
で
あ
る
か
ら
、：

営
業
費
用
か
ら
賀
入
債
務
増
加
額
等
を
控
除
し

た
額
で
あ
る
。
...決
算
資
金
支
出
と
：は
税
金
、
配
当
お
よ
び
役
員
賞
与
の
合
計
額
.

.
.i

'
支
出
は
当
期
営
業

•

 

.

 

,

支
出
以
.外
の
■支
出
額
計
で
あ
る
。
他
企
業
な
ど
べ
：；の
：投
資
支
出
と
は
、一
主
と
し
て
、.

他
企
業
へ
.の
直
接

'

 

'

.

.

.

.

 

•

 

.

•

 ,

.

.

投
資
、.
有
価
証
券
の
保
有
増
等.で
：あ
る
。
：
.

こ
れ
ら
の
諸
項
目
の.
他
_に
も
表
面
に
は
現
わ
水
な
い
収
支
項

一
目
が
.あ
る
が
、.
.当
面
の
考
察
の
目
的
か
ら
す
れ
ば
、.
そ

れ
-.
b

の
諸
項
目
は
無
視
で
き
る
で
：あ
へ
ろ
.
う
。

■

,

n 

,

.
1
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
.
資
金
収
入
計
と
資
金
支
出
計
と
の
差
額
は
現
金
，
預
金
増
加
額
に

::

等
ル
い
で
あ
ろ
う'0
そ
.

こ
へ
で
、

」

資
金
収
入
計
に
、
買
入
債
務
バ
支
払
手
形
ど
買
掛
金
の
和

)

の
増
加
額
、
そ

の
他
流
動
負
債
増
お
よ
び
そ
の
他
固
定
負
債
増
を
加
え
、
営
業
支
出
、
雑
支
出
お
よ
び
決
算
資
金
支
出

(

2)

を
控
除
し
た
.も
の
.が
資
金
源
泉
額
計
に
等
し
い
：。
'
.こ
の
計
算
プ
.
ロ
セ
.ス
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
明
示
す
る
こ

——

 

-
■ 

•

:

と
が
で
き
る
。
：す
な
わ
ち
、

.

.

.

.

：

：

.

-'
'.

表企業の資金収支

企
業
の
投
資
配
分

ニ

九

(

七
o

九)



資 金 使 途 资 金 源 泉 ..

固
定
资
産

有形固定資座、 

無形固定資産 

投 資

.内
部
资
免

内 部 留 保  

減 価 償 却 '

外

部

資

金

短期借入金（含割手） 

長 期 借 入 金  

買 入 偉 務  

株 式 

社 債 

そ の 他

m
卸
資
産

製 品 在 _ 庫 ，， 

原 材 料 在 庫  

そ の 他

そ
の

他

売上债権（含割手)  

そ の 他

計 資金使途額計 計 夤金源泉額計

ハ

G

n

十
^

0

萏
画
補
_

逾
銨)

丨(

臃
織
^

^

+

^紳
氐
十
漭
核
^

»>
) 4

.

ィ

.

.
'

そ
し
で
、
.
'と
れ
は
当
然
:「

資
金
使
途
額
計」

.
杧
等
し
い
。
.同
時
：に
、
：.当
期
総
資
産
増
に
割
引
手
形
残
高
增
お
：よ
び
減
価
償
却
費
.を
加
え
た
も
の
に

• 

. 

- 

. 

• 

■ 

• 

' 

. 

•

.

等
し
い
：で
：あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、

,'…

''
: 

. 

' 

.

_
'

'

: 

-

」

. 

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

•

:

ン

赠
睜
®

廄
篛
溆
锱
=

雞
蹦
M

遵

綦

十

〈

■

1

咄
淥
邈
鍅
+

雜
_

奮

靡

)

:
::

と
い
う
関
係
：が
成
り
立
っ
。
そ
こ
.で
、
資
金
の
使
途
お
よ
.び
：源
泉
を
0

.

,

2表
に
示
す
各
項
に
分
類
統
含
す
る
こ
と
.に
し
よ
う
？

.

.

.

.

.

.

.

. 

、

. 

■ 

- 

..

2

表
の
各
項
目
は
大
体
に
お
い
て
周
知
の
も
：の

で
. ^

る
が
、
，簡
単
に
説
明
を
加
え
て
お
こ
う
。
，.資
金
使
途
面
に
お
い
て
、
.
.有
形
固
定
資
産

.

.

.

. 

_

_ 

:

.

.
ぺ
^

1

 

- 

'
、
：
，
.

へ
の
支
出
は
有
形
固
定
資
産
増
と
減
価
償
却
ど
：の
和
と
し
て
計
上
さ
れ
る
か
ら
，
こ
れ
は
設
備
投

0

 

(

3

)

.

■

1

:

1

'

資
に
相
当
す
る
。
.
こ
め
中
.に
は
、
"
建
物
、
：機
械
装
置
、.
.船
舶
等
.お
よ
び
建
設
仮
勘
定
を
含
ん
で
い 

保

却

■
(

金

務

式

債

他

計
'

留

償

產

入

偉

■:

M,
 >

 

.る
'-
0

無
形
固
定
資
産
へ
の
支
出
.は
営
業
権
、
特
許
権
;:
-

借
地
権
の
有
償
取
得
ま
た
は
有
償
創
設
等
.

部

価

：1
.

1

入

：

■

の

|

の
増
加
分
に
相
当
す
る
。.「

投
資
1-
.は
関
係
会
社
有
価
証
券(

関
係
会
社
の
株
式
お
よ
び
社
債)

、
投
資

，

株
I

そ
.

V

 

.

有
価

証

券(
関
係
会
社
以
外
の
会
社
の.株
式
お
よ
び
社
債
、.国
債
、
.

"

地
方
債)

、.
出
資
金
、
長
期
貸
寸
金
、
 

门

部

資

金

外

部

資

金

計
. 

.

i

f

!

:

:
 

• 

. 

■ 

I

 

.

投
資
不
動
産
、.期
限
一
年
以
上
.の
預
金
等
：の
増
加
分
に
相
当
す
る
。
製
品
在
庫
、原
材
料
在
庫
お
よ

、
 

綱

::

び
そ
の
他
の
棚
卸
資
産
へ
の
1支
出
は
そ
れ
ぞ
れ
の
在
庫
投
資
に
相
当
す
る
0
売
上
債
権
増
に
は
手

I
I

.

資

L

他

g

他

g

形
割
引
残
高
増
分
が
含
ま
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
期
限
が
く
る
ま
で
は
こ
の
分
に
つ
い
.て
も
売
掛 

定

定

在

| ^
5

権
3

途 

-

_

麵

品

料

の

述

の
',

:

金
的
な
性
格
が
残
名
れ
て
い
；る
か
ら
で
ぁ
る
。：
そ
の
他
と
は
現
金

•

預
金
、
有
価
証
券(

市
場
性
の 

有
，
投

製

原

そ

売

そ

資

ぁ
る
ー
時
的
所
有
の
有
価
証
券
で
、
関
係
会
社
の
分
を
除
い
た
も
の

)

、
前
渡
金
、
前
払
費
用
お
よ
び
そ 

|{
5

ほ

| ^
:
:
#ほ
^

産
そ
の
介
計
：

の他の流動資産

(

一年
以
内
に
償
却
さ
れ
て
費
用
と
な
る
前
払
費
用
と
前
渡
金
、
不
渡
手
形
、
関
係
会
社

表資金使途源衆額表

0

手
形
お
.よ
，び
蔸
掛
金
等)

.へ

.
の
：支
出
：で
あ
る
？

.

_

•

 

,

 

■

 

:

:
.

 

.

.

他
方
、■，
資

金

：源

枭

而

に

.
お

い

て

、

.
内
部
留
保
と
.は
資
本
剰
余
金
、
利
益
剰
余
金
，の
和
：か
ら
決
箅
資
金
支
出
を
控
除
し
た
額
の
対
前
期
増
加
額
.に 

当
期
中
の
無
償
増
資
額
.を
加
え
、
さ
ら
：に
価
格
変
動
準
備
金
残
高
増
を
加
え
た
額
に
等
し
い
。
減
価
償
却
費
に
は
普
通
償
却
、
特
別
償
却
、
前
期 

.

，の
償
却
不
足
分
の
償
却
等
の
期
中
の1

切
の
減
価
償
却
費
を
含
ん
で
い
，る
。：
短
期
借
入
金
増
に
.手
形
割
引
残
高
増
が
含
ま
れ
.て
い
る
の
は
、
手
形

.

の
割
引
き
に
よ
ら
て
得
た
資
金®

入
.
が
#

形
の
満
期
ま
で
は
負
債
と.し
て
残
る
こ
，と'に
よ
る
わ
け

'
で
あ
る
。「

そ
の
他」

の
外
部
資
金
は
、：
未
払

.

‘

 

： 

-

 
•

 

■

 .

金
、'
未
払
#

用
、'
前

靈

、
：
預
り
金
、.前
受
収
益
; '

引
当
金
、，.：そ
の
他
の
流
動
負
債
：お
よ
び
.
そ
：の
他
の
固
定
負
債
等
の
增
加
分
計
で
あ
る
。：：

に以
上
に
‘よ
っ
て
パ
資
金
.の
使
途
お
：よ
び
源
泉
別
.の
.配
分
構
造
を
理
解
す
る
た
'め
の
大
ま
か
な
手
掛
り
が
与
え
ら
れ
た
；わ
け
で
あ
る
。

.

'

し
、か
'し
、

兔
う
、一.'
つ
重
要
な
点
を.
つ
け
：加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
.
.

そ
れ
は
、.
上
述
の
資
金
使
途
：源
泉
額.の
各
項
目
が
グ
ロ
ス
餐
金
の
流
入
•

流

出
?

L

 

•

 

.

 

•

吕d
o

亭s
o
w
s
)；

で
：：

は
：なX

K
V

.

ネ
ッ
ト
の
流
入
，
流 

■

輯
の
増
減
が
相
殺
さ
れ
.る
雰
は
陽
表
的
I

I

な
い
め
.で
あ
る
？
例
え
ば
、I

面
I

い
.て
期
中
に
お
け
る
製
品
廣
の
急
|

上
昇
が
.

.

.

あ
っ
て
も
、ぺ
期
末
に
は
再
び
期
首
と
_

じ
水
^

ま
で
&

下
し
.
て
い
れ
ば
«

矹
«

庫
投
資
べ
，の
資
金
の
ネ
ッ
ト
の
支
出
は
.ゼ
ロ
に
_

し
い
-.
.

°

.

■V
.
 

'

*

 

.

 

.

.

.

.

.

 

•

 

*

 

.

+

•

.

'

.

.

.

.

ぐ

.
 

-

.源
泉
面
に
お
い
て
期
中
に
短
期
借
入
金
が
急
減
し
て
，も
.、，
期
末
に
は
再
び
期
首
と
同
$

本
^

っ
て
い
れ
ば
：
短
期
借
入
金
増
加
額
は
ゼ
.ロ

.

.

.

.
 

-
' 

. 

.

.

.

.

'.
と
看
做
さ
れ
る
：'こ
名
に
な
る
。
.
こ
れ
ら
の
例
に
よ
.0

て
明
ち
'か
な
：よ
う
に
，
：決

お
け
名
資
金
.配
分
構
造
の
変
動
：は
無
視
さ
れ
，る

に

な

.る
，で
あ
ろ
う
。：.し
':か
し
、
：..
こ
の
こ
と
が
、
：分
,

果
の
評
価
に
致
命
的
な
影
響
を
与
え

,
.

'
 

.

 

■
 

.
 

'
 

.
 

.

る
こ
と
は
恐
ら
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

,
'
.
;
'
 ̂

■

'

そ
こ
で
.以
下
で
は
、
資
金
使
齋
源
泉
額
，の
# !
:
歎
別
構
泥
の
変
動
.の
規
财
性
を
分
析
す
る
こ
と
を
試
み
.よ
う
。

.

'

'

■

.

 

:

;

.

-

 

'
 

.

..
■•

<
1)

_:

よ
：り
厳
密
.に
ば
、：：
営
業
収
入
'
^

■:

潜
い
た
。
'.ま
.た
.、，.
現
金
収
入
は
そ
'P

..
■

企
業
の
投
資
配
分
.
.'
.

.;
'
:
.
:

.

,

:

.

.

'

',

;
:'
.■ 

/ 

C
 
■

• 

.

.

.

. 

.

.

.

.

.
 

- 

.

. 

. 

.

 

.

•

 

.

 

.

•

 

I

 

.

 

'

 

-

 

.

.

.

.

.

.

■

•
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■

ニ
' 

.

.

'

:
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.
.
.
-
.
- 

■

■

:

■
'
.
'
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-

-

- 

-
-■ 

• 

• 

- 

* 

-
. 

-

ぐ

. 

，

•
.
.
.
.
.
.
•
. 

• 

- 

■ 

• 

■ 

- 

- 

- 

* 

* 

.

.

.

. 

•

' 

.

.

.

. 

. 

:
■ 

..: 

: 

.

.

.

.
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V

.
 

.

. 

'

 

.

.

.

.

.

.

'

.

.
•

:

.

三
.

ニ

.

.

(

七
一
二
 

>

-

:

:(

真
.

へ
勘
龙
項
铒
の
分
類
統
合
の
：詳
細
は
、ミ
日
本
銀
行
統
計
局

-1

主
證
業
経
営
分
析
％
に
お
'

け
を̂

r -

{3有
形
固
定
畫
増
は
企
業
の
純
投
資
'(

帳
簿
：か
ら
見
た)

っ
で
あ
.る
が
：、
こ
れ
に
減
価
償
却
費
を
加
先
&

当
該
期
間
に
お
げ
る
粗
設
備
投
資
額
と
な
る
。

:

.

 

ン
.
:

■

..

.

.:■

.

一：. 
.
■

■

:
.

■
.:

'
.

. 

•

/ 

. 

. 

.
*

.*
:
• 

.

.... 

- 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

.

.

.

.

.
ハ

:

■

へ
..- 

.
*
-
•
. 

' 

■

'
 

- 

• 

. 

-

;

:

'
:

:̂
:ス 

.

•
 

.
V
- 
.

 

-
V
.
.
-
.

企
■

の

投

意

味

I

釈
す
，

被
,

，

用
ボ
能
I

I

を
|

の
瞿
の
変
化
に
し
|

' 0

て
|

の

霞
 

に
投
資
す
る
連
続
的
な
•活
動
で
あ
る
と
■い
次
こ
と
に
な
：る
。.'各
種
の
.資
産
,へ
の 

て
.い
：な
い
と
き
に
は
、
も 

b

f

 

Uて
い
た
と
.す
れ
ば
当
f

ら
れ
た
は
ず
の
利
潤
を
得
る
こ
'
と
が
^

ぎ
な
い
.で
あ
^

ぅ

ヴ

：そ

：こ

.次

.：'企
敷
家
は
こ
：の
上
ぅ
な
バ
：ラ

シ

の
.

■ 

.

.

 
-
'■- 

.■.

 

. .V 

. 

.
■

.

.

. 

.

. 
ニ.
-'
.

,

- 

'
 '

と

れ

た

資

產

：の
，配

分

を

実

現

し

.ょ
：
ぅ

セ"ま
だ
ば
維
持
：む
ょ
ぅ
と
：努
カ
す
.る
：に
違
い
な
い
。そ
れ
で
：は
バ
ラ
シ
ろ
の
と
.れ
た
資
產
構
造
味

•

 

.

卜
.
'
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
. 

•
- 

.

.

.

.

- 

.

.
な
；要
因
£

侬
存
1.

て
定
ま
る
の
で
あ
ろ
ぅ
か
；
.
：
.。
：
；
の
点
を
明
ら
か
に
.す
る
た
：め
：に
、周
知
の「

定
常
状
態」

に
あ
る
|

^

を
想
定
し
^̂

:
:
.こ
の
ょ
ぅ
な
経
済
：で
は
、
，：各
企
業
は
そ
の
本
来
：の
機
能
を
発
揮
で
ぎ
ず
、
単
に
日
常
的
た
業
務
を
合
理
的
に
遂
行
ヤ
る
に
也
ま
る
ほ
か
は
な

■

■

. 

.

.

.

 
.

.

.

 

-

 
.

 

: 

.

.

:

 

.

 

•

'
■
. 

.

 

' 

-

'

 ■

■■
.

■

い
。
製
品
の
市
場
価
格
：、.
労
働
と
資
本
の
相
対
価
格
％
変
化
せ
ず
、：
し
た(

が
つ
て
製
品
の
市
場
取
引
量
、：.労
働
雇
用
量
：、
資
本
設
備
能
力
等
も
変

.

.

.

.

 

■

■

-

•

 
■

 
,

 

.

.

 

•

化
し
な
い
。
製
品
.の
生
産
：に
宴
す
.る
期
間
は
技
術
的
に
決
定
さ
れ
，
：原
林
料
.の
発
注
か
ら
引
澳
し
ま
で
に
要
す
る
期
間
も
技
術
的
制
度
的
諸
条
件 

.に
€

た
：が
つ
：て
大
体
ー
定
し
：て
い
る
。
ま
.た
、
.'
-
:賃
金
、：減

V 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

、

.

. 

.

.

.

.

1 

- 

.

代
金
：.の

圆

収

に

要

す

る

.期

間

f

制

度

的

に

大

体

：一，；

定

し

で'い
る
と
.考
え
ら
れ
る
セ
あ
ろ
ぅ
。
:'
'
-定
常
狀
«

の
経
済
で
は
、
こ
れ
ら
：の
市
場
条
件
、

. 

技
術
的
条
件
.お
ょ
.び
制
度
的
条
件
が
殆
ん
：ど
変
化
し
な
い
と
^

^

ば
、
：
企
業
家
は
.そ
.れ
ら
の
.諸
条
件
の
i

と
：で
：得
ら
れ
る
刺
潤
を
最
大
化
す
る
ょ 

ぅ
.な
最
適
資
産
構
造
を
維
持
す
る
と
と
に
な
る
で
あ
：ろ
.ぅ
O 

V

ぐ
ぺ
；
十

そ
こ
.で
、
：今
度
は
企
業
家
の
将
来
べ
' 
の
^

^

に
そ
れ
ほ
ど
急
激
な
変
化
：は
な
.い
げ
れ
.ど
も
、
へ
企
業
が
ス
テ
デ
ィ
な
成
長
の
持
続
を
保
証
さ
れ
て

:

- 

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

. 

• 

+ 

.

い
る
経

済
G

わ
ゆ
る
.

「

安
^

ぽ
長
-M」

の
経
済)

を
想
定
.し
よ
うP

製
品
市
場
が
着
実
.に
拡
大
し
：て
い
く
こ
と
が
期
待
.さ
れ
れ
ば
、.
企
業
家
は
内
外

か
ら
新
し
く
資
金
を
調
達
し
、
こ
^ '

を
各
種
の
資
産
へ
の
投
資
に
追
加
配
分
す
る
で
あ
ろ
う
。.

V

め
よ
う
な
経
済
で
は
、：
労
働
の
生
産
性
の
上
昇 

I

伴
.
'っ
て
賃
金
率
の
傾
向
的
な
上
昇
が
起
り
、
.し
た
が
っ
て
労
働
と
資
本
の
相
対
価
格
が
上
昇
し
、
.要
素
比
率(

労
働
の
資
本
装
備
率)

を
高
め
る 

方
が
企
業
に
と
っ
て
は
有
利
と
な
る
。'
そ
こ
で
、
技
術
進
歩
が
中
立
的
で
あ
れ
ば
、
限
界(

固
定)

資
本
係
数
は
大
体
，に
お
い
て
変
化
し
な
い
で
あ

ろ
う
が
、
：労
働
節
約
的
な
技
術
進
歩
が
支
配
的
で
あ
れ
ば
、
限
界
資
本
係
数
は
上
昇
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
い
ず
れ
め
場
合
に
し
て
も
、
新
し
く

.
•

-
 

-

-

.

:

調
達
さ
れ
る
資
金
に
よ
っ
て
企
業
の
総
資
産
に
追
加
さ
れ
る
部
分
で
は
，
流
動
資
産
；

H
.

り
も
固
定
資
産
の
占
：め
る
ゥH

ィ
ト
が
高
く
：な
る
で
あ 

(

1) 

.
：

.

：
 

■
 

'

ろ
う
0

し
か
し
、
他
方
に
お
い
て
、
生
産
の
拡
大
に
伴
う
製
品
、
原
材
料
等
の
在
庫
保
有
量
の
増
大
に
よ
っ
て
棚
卸
資
産
の
増
加
分
も
必
要
に
.な

ヴ
、
.結
局
全
体
と
.し
.
て
は
固
定
資
産
と
流
動
資
產
ベ
の
配
分
が
变
化
す
る
か
、
ま
た
.変
化
す
る
と
す
.れ
ば
ど：

の
よ
う
な
傾
向
を
示
す
か
は
明
ら
か

.

.

. 

. 

• 

♦

で
は
な
•い
。
た
だ
、
：渡
化
の
傾
向
そ
の
も
の
は
上
述
の
想
定(

安
定
成
長
型
の
：経
済)

の
も
と
で
は
か
な
り
安
定
的
で
あ
る
と
考
え
て
も
よ
い
で
あ 

-

0

^
 

.
そ
こ
で
、，
新
し
く
内
外
か
ら
調
達
さ
れ
る
資
♦

が
各
種
の
資
産
へ
め
投
資
に
配
分
さ
れ
る
割
合
を
企
業
の「

資
金
配
分
性
向」

と
呼
ぶ
こ
 

と
に
し
よ
う
，
適
度
の
バ
ラ
シ
ス
t

っ
た
資
産
構
成(

g

向
を
一
定
と
仮
定
す
る
こ
と
に
よ
.
っ
て
，

抑
種
類
の
資
産
へ
.の
投
資
配
分
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
轰
わ
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
.'

す
な
わ
ち
、

.
-

■

:
.
:
>
.

, '
:

■

.
 

:

■

.
:
 

■ 

: 

V
;
- 

' 

. 

... 

•

■

.

 

. 

、

'

s

.

l

) 

A

Y
B .
+
恐 M

r
,

す

1
,

2
,

?

v
- M
a .
"

o

/

M

a

A

こ
こ
に
、.
ぶ

は

■

に
お
け
る
資
產
ぜ
の
需
要
額
，
M t

は
，，期
に
-お
げ
る
資
金
調
達
：

(

需
要)

：.総
額
、
^

耗
よ
び
も
は
定
数
で
0〈

烈
八
1

、.§
 

で
あ
る
。

.

(

m
 

.丨

)

式
は
企
業
の
*

^

な
資
.金
限
界
配
分
性
^ ;

を
定
義
す
.る
式
で
、.
.：そ
0

性
質
が
ら
し
_て
胍
は
^

、
ポ
、
.
.：
、
¥

の
；和
に
等
し
.い
.。
 

し

た

、
が

：
っ

て

、

と

の

式

は

6

期
に
へ
お
け
る
i

需
要
を
決
定
す
る
式
で
は
な
'い
。
け
れ
1

も
，
も
し
何
を
か
の
事
情
に
よ
っ
て
企
業
の
資
金
調
達 

額
が
外
部
加
ら
制
約
を
受
け
る
ど
き
：に
ぼ
、
-:(

瓜
i

)

.式
は
.ぞ
の
ま
ま
資
産
需
赛
方
程
式
：に
な
る
セ
あ
>

0

1。へ
こ
の
よ
う
な
企
業
、の
投
資
行
動
を 

外
部
か
^

制
約
ず
る
諸
叙
件
の
'中
分
資
金
.需
要
.へ
の
直
接
的
な
制
約
と
な
る
要
因
を
以
下
、に
お
い
て
考
察
ず
る
。

.：
•
.

•
'■
'

企
業
0

投
資
配
分
'

.

'

..
'
:,
-

s



パ
.'
ヲ

企
.業
家
め
.経
営
能
力
の
'外
部
的
評
価
>
,

-;
;ぃ
，~
 

'
:
.

ノ

:
”

:

:企
_

の
過
考
に
私
げ
る
実
績
お
よ
び
期
首
に
'.お
け
る
資
産
内
容
は
、.

「

企
業
0 .

外
部
が
ら
ぞ
の
企
桊
の
綜
合
的
な
評
価
を
す
る
場
合
の
.参
考
に
な

•
 

V

 

-

を
で
あ
ろ
ぅ
。
資
本
と
啟
営
の
分
離
が
支
配
的
に
が
っ
で
：き
：て
.い
る
今
日
で
.も
、
企
業
は
そ
め
利
潤
を
株
主
に
配
当
す
る
か
内
部
蓄
積
に
回
す
か 

の
.選
択
が
全
ぐ
自
由
で
あ
る
と
は
一
右
い
'難
い
。
：
ま
し
亡
？
增
資
や
起
債
に
ょ
0

て
資
金
を
調
達
ず
る
場
合
に
は
、
.上
述
の
.外
部
的
な
厳
し
い
評
価 

.を
免
れ
な
い
で
あ
な
ぅ
。'
ま
た
、
へ
金
融
機
関
.か
：ら
め
長
期
..
短
期
0

借
入
や
他
企
業
か
ら
め
實
入
債
務
.'の
增
加
も
債
権
者
の
評
価
に
依
存
す
る
点 

が
無
視
で
き
な
い
。

：

:

•

:

,

'

, 

.

.
■
:
v
.
:
,
.
'
.
'

 

- 

.

ii
)
_
 

金
融
市
場
の
不
完
全
.

.

て

•

-

.

:

;

:

,

11
••

;'

金
融
市
場
に
お
け
る
資
金
需
要
側
と
資
金
供
給
側
と|

の
相
互
の
情
報
.の
不
完
全
ざ
は
、'
金
融
機
関
や
手
形
交
換
所
の
発
達
し
た
今
日
.で
も
依
然
■ 

と
し
'て
多
少
は
残
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、k

が
国
で
は
い
わ
ゆ
る
：'「

間
接
金
融
方
式」

'
が
支
配
的
で
あ
り
、.企
業
へ
の
主
な
直
接
的
な
資
金
供
給 

者
で
あ
る
金
融
機
関
の
貸
出
し
態
度
が
強
.い
影
響
力
を
も
っ
て
い
る
。
他
方
に
お
い
て
、」

資
金
需
要
が
常
に
か
な
り
強
い
た
め
に
、•
金
融
市
場
に 

お
い
て
自
動
的
な
調
節
作
甩
を
%'
.つ
は
ず
の
金
利
が
統
制
さ
'れ
て
い
る
0

金
融
機
閨
は
、
★

た
、
過
去
に
お
け
る
そ
の
企
業
と
の
金
融
取
引
の
実 

績
を
も
重
視
す
る
で
あ
ろ
ぅ
。
h

れ
ら
の
事
実
は
す
べ
て
金
融
市
場
の
不
完
全
さ
を
物
語
っ
て
.い
る
？ 
' 

.

■

ii
i)

国
家
.の
'経

済

政

策

,.'.
： ■

 

ノ

:•

:■
'
'経
済
全
体
の
バ
ラ
ン.
ス
の
と
れ
た
成
長
を
維»

す
る
た
め.
に
、̂

豸
間
の
罾̂

調
||

が
お
こ
な
わ
れ
％
場
合
に
は
、
政
府
の
財
政
政
策
や
中
央

(
I

 

-

銀
行
を
通
じ
て
.
の
資
金
供
給
の
調
節
が
必
要
と
.な
る
。
ま
た
、
金
融
政
策
の
立
場
：か
ら
通
貨
価
値
の
安
定
化
の
た
め
に
資
金
供
給
を
調
整
す
る

.

こ
'

 

と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
參
政
策
が
、
国
際
収
支
を
、

、
.

ハ
ラ
.
ン
ス
さ
せ
な
が
ら
国
内
め
•安
定
成
長
を
維
持
ず
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
こ
と
'は
現
代
経
済 

学
に
お
け
る
常
識
と
な
つ
て
い
る
0

.

v

/

 

シ
.

'

•

.

ベ
■

ン

.■

 
•

 

.
一
 

ノ

:
■/

一
 -

 

:

.

J 

.
 

.

 

:
 

•

 

•

 

.

 

•
 
'
 

一：

'
议
上
€>
'
諧
要
因
於
支
配
的
な
役
割
り
を
果
し
て
い
令
よ
$

な
揚
合
に
は
''

ス
瓜
.
，
1)

式
を
そ
0

玄
ま
資
産
需
要
方
程
式
.と
解
釈
す
.奮

>
と
が
で
^

(

2) 

-

.き
：る
。
し
か
：し
、
こ
め
小
論
.の
直
接
の
目
的
は
項
目
別
の(

資
産)

.投
資
函
数
そ
：.の
も
の
■を
求
め
，る
こ
と
：に
あ
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
セ
も
資
金

-
-
•
•

 

,

 

.
 

■■■■■■.
 

..

.

 

、

一
の
配
分
性
向
に
興
味
の
中
心
が
お
.か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
0

 
:

 .

 ,

:

.

:

'

:

つ
ぎ
の
龀
階
で
は
、
±

述
の
'
.

「

安
定
成
長」

.
型
の
経
済
と
い
ぅ
想
定
を
と
り
外
し
焉
よ
サ
現
_

的
な
経
済
に
お
け
る
企
業
の
*
金
配
分
性
向
に 

:
0
:

いV

考
え
て
本
よ
ラ
。：

こ
こ
.で
.ば
：も
.は
や
将
来
へ
：の
企
業
家
め
期
待
は
非
常
に
，不
安
楚
と
.

.

な
，

C
N、

'製
品
市
場
の
.市
場
条
件
は
絶
え
ず
笼
化
す
る 

•
:

で
あ
ろ
デ
。
製
品
の
売
上
代
金
；の
.回
収
期
間
は
市
況
を
反
映
：しV

:

変
動
；V

、

：

^

'

，
え

る

。

こ

め
.よ
ぅ
な
状
況
で
：は
、
企
寒
の
資
金
の
.限
界
配
分
性
向
は
市
場
条
件
？
：制
度
的
条
件
の
短
期
的
な
変
動
に
.依
存
し
.て
変
動
す
る
。
そ
こ

- 

.
-.

>
.
.
. 
.

.

.

.

.

.

.

.

.

で
、
こ
れ
ら
：の
短
期
的
変
動
：要
因
_

_

に
依
存
す
る
部
分
を
分
離
す
る
こ「

と
：が
：必
要
と
な
る
で
あ
ろ
、.ぅ
:0
#

純

化

の

た

め

：
に

こ

'

€.
よ

ぅ

な

諸

要

因

に

よ

•

 ■
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.
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ゐ
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般
I

シ
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函
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g

よ
っ
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f

 

$

 

s

l

f

 

I

の
f

l

正
I

I

わ
ち
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A
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十
良 
M
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l;
'
二
 N

l
,
2
,

 

J

"
.

■

■

.

.
'

.
こ
'
こ
に
、'.
.

^
お
よ
び
.
^
は
定
数
で
.あ
る
.。
'

'
な
期
待
の
変
化
を
表
わ
す
諸
指
標
の
：函
数
で
.な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。：：こ
：：の
：ツ
：フ
>

.. 

r

 

.

.

.

.

.

 

..

..

..

ン

1

)

' '

こ
办
こ
と
は
労
働
の
分
配
率
の
低
下
そ
ゆ
も
の
を
意
味
す
る
わ
.け
で
.は 

. 

の
.も
の
の
：総
資
産
：に
占
め
.る
.
比
率
と
.：は
：必
ず
し
も
.等
し
く
は
な
い
0

用
役
め
投
入
は
.

！

N

 

口
パ
の
股
入
で
.
あ
り
、
崮
定
資
産
の
'増
分
は
ス
ト
ッ
ク
の
増
分
で
あ

(

2)

た
だ
レ
、_(

瓜 

'

1

)

式
は
実
質
額
セ
测
ら
れ
て
：い
な
い
か
を
通
常
の
項
目
別
投
資
方
@

式
と
は
か
な
り
意
味
が
違
ぅ
.こ
と
に
留
意
す
'、へ
き
で
あ
る
。
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.

 

.

.

.

'

企
業
の
投
資
配
分.
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i v ; 1 表資金使途源眾各項目および記号

资 金 使 途 資 金 : 源’ 泉

. 有 形 固 宏 致 産  

X パ 棚 卸 : 鳄 産 f 

x 3 : 売上債権 ( 含割手残増 ;) 

X パ 現 • 預金，その他

x 5 ; 短期借入金 (爸割手残増)  

X 6 : 長 期 借 入 金 ヾ  

X パ 買 入 僙 務 ■ 

X 8 i 減 : 倾 偾 却 費
.
.IV
.

.

.

統
計
的
モ
デ
.

ル.
の

哥

測

，
.
：

 

. 

.

V

 

-

 
-

 
:

 -

 

-

 
V

.

 

. 
ノ
 
：

.

こ
れ
ま
で
に
お
こ
な
わ
れ
た
考
察
の
結
來
を
も
と
に
し
て
、

各
資
産
項
目
別
の
限
界
配
分
性
向
を
統
計
的
に
計
測
す
る
こ
と
を
試
み

.よ
ぅ
。

'■折 

し
く

内
外
か
ら
企
業
が
調
達
す
る
資
金
量
は
、
n

に
お
.い
て
既
に
•明
ら
か
，に
し
た
資
金
源
枭(

使
途)

.額
に
他
な
ら
な
い

。
.m
に
お
、，
て

示
し
た

® 

論
モ
デ
ル(

In
• 

2)

式
で
は
、
資
金
源
泉(

使
途
}
额
そ
の
も
の
を
決
定
す
る
構
造
式
が
な
い
の
で
モ
デ
ル
の
完
全
性(

c
o
m
p
l
e
t
e
n
e
s
s
)

が
保
た
れ
亡
、
 

い
な
い
。
し
か
し
、
C

の
小
論
のc

n

的
は
、
計
量
経
済
学
的
な
計
測
技
術
の
優
雅
な
内
部
的
整
合
他(

I
m
a
l

 

c
o
n
s
i
s
t
e
n
c
y)

を
多
少
犠
牲
に
し
て 

I

勒

，
”

-

:

:.:
:
:唉

-.
.

'

_
の
腺
界
配
分
性
向
の
矢
ま
か
' *

推
定
値
：を
求
め
_る
-
と
：が.で
ぎ
れ
ば
- 4

応
は
達
成
さ
れ
た
'
こ

と

に

：
な

る

，で

あ

； 

«

ガ

身
'.
'
-
.
ろ
 

4

,
そ
こ
セ
-(

？
I

 

源
'

-

:

|

入
|

.

却

；'.
'
丄
 

ニ 

：

‘ 

'■-
'

■'
,

:
;.

;::
;
';
:
.

.
一

_.

■

金
.
M

借
.

、
償

.

，則

測

に

先

立
-

て
、
^ ̂

こ
：
の
目
的
の
た
め
に
資
金
使
途
：'原
泉
額
の

棚

g

 

0

買
.
■

:
.
.
:
,

各
項
目
の
時
系
列
ば
お
け
る
変
動
の
主
成
分
分
：1
^

試
み
だ
。
，項
目
；お
よ
び
.記
号
は
ヴ
1

^
 

•

^

ヾ

xg
:

x6
:

x7
.

:
x8
:

し
：
と
こ
に
選
ば
れ
た
諸
項■

は
:'

資
金
.

配

分

に

最
.%

直
捧
に
.

閨
連
.

す
る
も
©

で
あ
る
。

\

こ
の
他
に
.使
途
面
で
は
無
形
固

霞

：
:'
ノ 

‘：
 

Q
.

;'. 

'
•定
資
産
、「

繰
越
勘
定
等
ヴ 
'源
泉
面
で
は
内
部
保
留
、
：.起
債
、'
:
:潜
資
：、
％
 

の
中
の

鱗

途

，、産
-
0 
«

 g

.

あ
る
も
の
は
無
視
し
て
も
よ
：い
が
他
の
.

も
の
、
：特.
に
.

源
泉
面
は
本
来
な
ら
ば#-
慮
す
ベ
き
で
あ
つ(

た)

。
し
が
し
、

統
計 

> 

•
割

-(
;

表

：定

寶

给
^
 

'的
自
由
度
を
少
U

で
も
多
く
残
し
て
お
く
だ
め
：に
止
む
を
得
な
か
、つ
；た
；。
.
こ
れ
ら
の
使
途
：源
泉
別
の
各
項
：目
の
変
動
：を
. 

IV
,

.

金

.卵

.简

龜
.

J

 

,:..共
通
に
説
明
す
る
||
'

要
因(

企
篆
の
外
部
的
与
件
の
変
動
を
代
表
す
る
諸
変
数)

が
摘
出
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
の
諸
変
動 

'
:资
%

:i
l
:5
g
:m
に
よ
ら
て
^[

に
.お
け
る
.シ
フ
ト
函
数
を
特
定
化
す
る
：こ
.
.と
.が
で
き
る
.で
，あ
ろ
ぅ
。、
デ 

昭
和
一
ー
；
十

七

年

と

切

|
 

—

L

.

IX
X

X

x

3
x

'

l

:
三
十
七
年
上
澌
卜
怎
时
ゐ
あ
が
屆
め
化
学
エ
渫
主
要
企
業
六
干
ニ
社
集
計
値
め

が V I ,  3 表資産項目および記号 IV. 2 表選択された変数

記 号 変 ■： ' 数

JSlf 前期の実質f 上高対前年同期増分

前期の名目売上高対前年同期増分

P i - ; . . ' 前期の資本財物価指数

P o - i 前期の製品輝肺指数 ( 卸売)

JPo 当期の製品卸売物価の変化率

記 号 ， 変 , 数

A レ 有形固定資産（設備投資）

A ? 棚卸資産（在庫投資)

A ? •売上債権（含 , 割宇残高増)

A ? 現金•預金

分

分

.

の

結

果

、

経

済

理

論

的

に

意

味

の

あ

る

も

の

と

し

て

^
-
.

2

表

に

示

す

よ

う

な

諸

変

数

を

最

終

的

に

選

択

し

た

。

荀
 

増

.̂

■

 

P

 

^

知

の

丄

う

に

、

主

成

分

系

列

は

相

5:
:
に

独

立

な

変

動

を

示

す

が

ら

、

こ
.
れ

ら

の

諸

系

列

と

最

も

高

い

相

関

_を

示

す

外

|  

叫
：p [
s

'

IS
tM
* 

'  

. 

.

 

• . 
. ■  

'.

前
前
数
御
ヴ
生
変
数
群
の
中
か
ら
理
論
的
に
妥
当
允
も
の
を
選
択
す
れ
ば
よ
い
。

.

こ
れ
ら
の
5

変
数
は
、
第
一' 
丨
五
主
成
分
系
列

対
.

対
%

.

'

数
..施 

' 

. 

.

.

?

)

，

，

.

高

高

価

指

物

、

：.(

説

明

割

合
.
の

臬

積

値

は

九

六

，
六

七

％
>

と

，
の

単

相

関

行

列
.
か

ら

選

択

さ

れ

た

。
' 
こ

れ

ら
.
の

分

析

結

果

を

弔
V

て

(B

 

•

上
.
.
上

物

肺

売
：，

-
 

\

一

柳

.f

与

'
i

式

に
.
お

け

る

シ

フ

ト

函

数

の

特

定

化

が

可

能

ど

'な

る

'で
I

う
-
,

バ
：

OI§

 

5

球
，
樣

.

.

資
金
の
配
分
ざ.
权
る
資
産
項
目
お.
よ
び
.

そ
の
記
号
は̂

-

3

^ :
'

に
示
さ
れ
て
ぃ.
る
。

こ
れ
ら
の
四
項
目
以
外
の
資

ヤ
-p
j

.r
aw

'前

前

前

前

当

產

項

目

は

一

括

し

て

そ

の

他

の

項

目

、と

し

て

艰

扱

う

こ

と

に

し

た

。

(

m
i 

i

式

に

よ

'
っ

て

明

ら

か

な

よ

う

に

、

?1

... 

- 

...................................... 

•-

i
- l
s *
-1

!-
;

o -
l

po
.

番

目

め

資

産

項

目

に
.
関

す

る

限

界

配

分

性

向

は
.
他

の

;;(

ず

1)

個

の

限
 

^

J s
p

P

V

」

■ 

-
_______________________________________

.

.

力

ら

：
て

.
^
る■ 

. 

.■•. 

•

—

.

丨

勸

' 

r

' ,
そ

こ

で
.
、
，>

‘
2

表

を

参

考

に

し
.
：て
.(

01v

 
2

式

)

を

つ

ぎ

の

よ

う

に

特

定

化

し

よ

う

。

す

な

わ

ち

、:

,

»

.

_

'

賴
. 

(

日
'
.

3
}

 

>

1 !
»

。
.
+
0
1
1

^

+'
:

0
1
2
^:
»'

十
»

3̂-.
-
1
4 -
'
'
泛1
'

，備

.資

.'

手
. 

,•

.

.

.

.-- 

.

.
.
S.

敞
.

割
，
..パ
 

日
.

.

^

■
>

!!
§

.

十 a
2
1
M
i

:+0
2
2

 

泛
xt
+'
.

.

d

!

2

3

?

-

l

+

斧
，

：

：
.

.

.

扉

：
：

：

.

 

.

■

 

■ 

■

I..

铺
.
s

.( ^
:
_金
'
. 

s

.
ol) 

A

ll
a
3d
+
a
3
1M
i
5+
a
3
^

s
l*
l

+a
3
3
4p
s

-f
f

.

_ _

定
産
-
権

預
：-'
-
;
%
'
: 

f.

,

,

:

>
ョ

 

o
v

 

\

';
- 

く 

. 

.

孩
'
卸

.上

金

,

.

■'
-
' 

,
■

I

有

棚
-^

現
：

こ
こ
に
：.
.

_

:
0.

は

定

孩
'.
-

'

'

似
は
酿
率
懷
乱
要
素
史
ぁ
る，。
'

.

(

:5
1

'

3

)

'〜

1:
>

 

て
、
-̂

期
に
お
け
る
資
金
量

l
A J
0

A ?
AI

M ,
を
企
業
の
外
部
か
ら
0
制

約

に

よ

っ

て

外
生
的
に

決
定
冬
れ
る
変
数
で
あ
る
と
仮
定
す
杈
ば
，
.こ
れ
らv

の
式
は
：そ
れ

(

ぞ
れ
完
全
.
"モ̂

ル
を
»

わ
す
£

、と_

な

夂

'
、
慶

最

ポ
1|
1-

乗

露

を

適

用
3

で
€:
睬

数
« '

の

取(1
推

發
1|-

を

求

め

る

こ

と

\

.
-
.
.
.
f 

1

.

.

. 

, 

. 

; 

• 

. 

.

.

. 

• 

. ' 

. 

-
• 

.

.

.

冬

。
；.
3

か

：し

、

こ

れ

枕
.
か

な
.
り

強

い

仮

定

で

あ
.
る

か

，ら

、

；

実

際

：
に

は

推

定

値

：の

最

小

自

乗

バ

ィ

ァ

.
ス

を

避

け

ら

れ

な

い

。
：(

そ

れ

を

承

知

の

：
：
 

.
企

業

の

投

資

配

分

.

.
3

七
，.
V(

七
-
一
.七 v



■

. 

三
A

(

七
一
八)

上
で
、
第
—*

次
近
似
と
し
て
直
接
最
小
自
乗
法
を
適
用
す
る
こ
と
に
し
た

。

：;:
:

.

#

 

’

.(

]1
1

ン
3

)

式
に
お
甘
る
シ
ズ
ト
瘦
数
と
じ
：て
.

は
、
，
.

俞
期
の
実
質
売
上
高
就
前
年
同
期
増
分
^

と
前
期
.

の
：資
本
財
物
価̂
1.
-
1 

'

前

者

は

製

品

市

，

の

拡

大

(

ま
た
は
収«
:

'

期
待
の
指
標
岑
し
て
、
後
者
は
有
形
固
定
資
産
へ
の
投
資
^

が

名

目

額

で

あ

る

^

お

ょ
び
資
本
財
市
場.

の
価
格
の
®

向
の
効
果
を
考
慮
し
て
導
入
さ
れ

た
。
理
論
的
な
_

数
の
符
号
条
件
は
上
述
•
の
理
由
か
ら
'

,

'

.

:

で
：ぁ
る
。
.

：.
::
;

ッ
.

'
':
:

:

^

 

- 

. 

■

'

'

'■
-

.

_ 

.

(

ff
l

l

' A

式
^

お
け
る
シ
フ
ト
函
数
も
大
体
同
様
め
.理
由
'に
ょ
：つ
て
特
定
化
さ
れ
た
。
在
庫
投
資
ポ
に
ば
贫
品
、
仕
掛
品
、
原
材
料
等
へ
ひ
在 

庫
投
資
が
-~
-

括
さ
ー
れ
て
，い
る
が
、
化
学
エ
象
の
性
褡
か
ら
し
て
製
品
物
靜
<
產
業
私
分
観
卸
売
物
缻)

に
は
こ
れ
ら
の
価
格
の
動
向
も
同
時
に
反
映
し
. 

.

て
い
る
と
考
え
七
雙
導
入
し
た
”

し
た
.が
0;
.で
、
_

硎
的
な
符
号
条
件
は
、：ン
ぺ
-

.
ン
.ゾ 

>
 

f

w

v

o

 

- 

:

.

•

そ
あ
る
。：：

た
だ
し
、
：
戦

後(

特
に
昭
和
ニ
十
七
年
以
降
マ

-

の
化
学
エ
業
で
は、
.
：
'

^

 

い

る
？ 

.：

:

>.
:
.

'

:

.-

.

. '
:'

'
ど 

ニ
.'
:

.ゾ
：
ノ
：
 

^
 

.

.

.

.
:
'
.
'
.
.
.

:
:

卜
：

.

.

'

'

 

入
 

.

 

：

'
 

:
.

■
 

■ 

_ 

: 

• 

.

 

.
 

■ 

.

.
::(

10
.

.

,

5

)

武
で
ほ
前
期.
の
名
目
売
上
高
対
前
年
同
期
增
分
^

と
製
品
物
価0'
変
化
率
_

が
導
入
さ
れ
て
い
石
？

！

債
権
増
分
^

枕
沐
来
名
目
額
そ
の
も
，の
に
意
敗
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
：で
名
目
親
の
売
上
；高
増
分
^ .

シ
フ
ト
変
数
と
し
て
導
入
し
た
。
；
伽

ょ

ぬ
.

 

と
と
も
に
製
品
市
場
に
対
す
る
企
業
の
強
気
..(

ま
た
は
.弱
気)

：
^̂
^̂ 

似

上
の
理

由

か

ら

理

論

，的

に

は

、

」

;•
.

袭
 

G
3

3
A

0

 

•

 V

 

へ
.

.，

'

し

'
.

で
あ
る
。
す
炎
わ
ち
、
企
業
が
市
況
に
対
'1
>
て
#

気
.

た
ら
ば
、
掛
売
り
に
対1>
て
故
消
格
晚
处
麓
度
を
と
る
で
あ
ろ
：ぅ
と
^

ぅ

掘

定

を

こ

.
の

不

等

式
は
表
^

じ
±

ぃ
'る
。：
：
：

:-
'

ゾ
.：：
へ
.
;:

へ
：> 

.

-

.

.

/
:

(

n]
'
. 

0

>式

；で

は

：シ
>

ト
変
数
と
し
て
#

の
：み
が
導
入
さ
れ
て
い
石
。
.個
入(

消
費
者)

：の
場
合
は
別
と
し
て
'
.企
業
は
：現
金
'

預
金
：を
必
要
1

;

ノ

小
限
し
が
保
有
し
な
い
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
企
業
家
は
合
理
的
に
.行
動
す
る
か
ぎ
り
、
，無
意
味
な
遊
休
資
金
を
保
有
し

.

.

.

.
:
+
• 

•
 

.

.

.

.

.
 

• 

' 

. 

• 

. 

•
.

な
い
で
あ
ろ
ぅ
か
ら
.で
あ
る
？
企
業
ば
何
ら
か
：の
形
で
常
.に
：投
資
活
動
を
持
続
し
て
こ
そ
、
.
そ
の
存
在
意
義
が
あ
る
。
し
た
が
っ
；
$

天
が
期
待
さ
れ
る
と

き
に
は
フ
.
.企

業

は

そ

：の

現

金
：>;
預
金
を
'
で
き
る
だ
け
圧
縮
し
.て
そ
め
他
の
投
資
へ
：ょ
り
多
く
；の
資
金
を
回
そ
ぅ
と
す
る
で
あ

.

ろ

ぅ

。.し

た

が

，
つ

て

、

'

-

理

論

的

に
.

ば
、

,

.

■:
; 

V
 

.

'

ぐ
:.
:

;'■

. 

.

.

.

.

.

.

.

. 

* 
.

 

.

.

. 

-

 

-•

. 

.

.
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.

. 

.

.

.

.

.

.

>.
'

.

.

ゾ
0
4
2
<
0

';
.''
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•
;.
',
,

:

.

■

 

. 

,

■■
'

で
あ
る
。

'
.
.
. 

,
'
.パ' .
.
：
. 

.

\

.

.

.

.

.
 

.

.

.

.

. 

.

. 

. 

.

.

. 

. 

,

B

•
計

測

結

果
.
'
.
'

:

.

.

-

:

.

.

.

.
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:■.
 

:

■

■ 

■ 

.

■
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-

昭
和

ニ十
七
年
上
期
I

三
十
.七
年
上
期
に
お
け
る
わ
が
国
の
化
学
工
業
主
要
企
業(

I

ハ
ー
一
社)

.
集
計
値
の
半
期
別
時
系
列
に
対
し
て(

nl
• 

3) 

〜

2
 

V

6

)

式
.を
最
小
自
乗
法
に
ょ
：っ
て
適
合
し
た
結
果
は
以
下
に
示
ず
通
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
価
格
は
昭
和
一
一
十
七
年
基
準
指
数
、
実
質
売

上
高
は
同
年
固
定
価
格
、
単
位
は
億
円
で
あ
る
。
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企

業

の

投

資

配

分
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こ
こ
に
、
丑
は
重
相
関
係
数
、
.

^
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。
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以
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な
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今
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よ
う
な
メ
ヵ
ー
ー
ズ
ム
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
い
る
か
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
と
の
観
察
事 

実
を
説
明
す
る
こ
.と
が
で
.き
る
よ
う
な
有
力
な
仮
説
が
.定
式
化
さ
‘れ
る
な
ら
ば
、:'

:
-
-企
業
の
投
資
行
動
の
性
格
は
一
層
明
確
化
す
る
で
あ
ろ
う
。
結 

論
に
か
え
て
、
土
の
結
果
が
.ら
明
ら
か
に
な
っ
た
ー
つ
の
.興
味
あ
る
事
実
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

棚
卸
資
産
べ
の
投
資
.

(

在
庫
投
資)

.
お
よ
び
：売

上

債

権

：
へ
の

^

罾
へ
の
資
余
の
吧
.
#@ 2

殳
性
向
は
、
製
品
市
場
の
短
期
的
な
市
況
の
変
化
に
よ
っ 

.て

か

な

り

強

い

影

響

を

受

け

て

；い
：る
；こ

と

が

：

=
3式
お
よ
び
11
1

式
に
よ
.っ.
.て
明
ら
か
と
な
っ
た
。
卩
の
注
4)

で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
在
^

投
S

と
売
上
傲
権
の
保
有
増
と
の
間
.に
は
、.
‘製
品
市
場
'
へ
，の

短

期

的

な

期

待

の

変

化

.に
侬
存
レ
た
選
択
関
係
:(

1
>逢
§

|

)

.
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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圓
圓 
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■

各
資
産
へ
の
股
資
額
お
よ
び
そ
の
合
計
額
' 0

時
幕
列
1
ァ
ー
タ
は
：
日
本
銀
行
統
計
局「
主
要
企
業
経
営
分
析」

に
記
載
の「

資
金
の
使
途
お
よ 

び

源

泉

表

」

，
に
お.け
る
化
学
ェ
凓
合
計
値
の
時
系
列
#

期
別1

K
I

一

タ
：で
あ
る
。

観
察
期
間
は
昭
和
ニ
十
七
年
上
期
か
ら
昭
和
三
十
七
年
上
期
ま

.

で
、.
こ
：の
う
ち
昭
和
.ニ
十
七
年
上
期
か
ら
昭
和
三
十
一
年
上
.期
ま
で
に
つ
い
て
.は
公
表
数
値
が
な
い
の
で
'

同
統
計
記
載
の
.；「

業
種
別
総
合
財
務 

諸
表
.

」

そ
の
他
を
使
っ
て
別
途
に
算
出
し
た
。
そ
の
他
前
期
の
名
目
売
上
高
対
前
年
同
期
増
分
は
上
記
の
総
合
財
務
諸
表
記
軟
の
純
売
上
高(

総
売 

上
高
か
ら
売
上
値
引
お
よ
び
戾
り
高
を
控
除
し
た
も
の)

か
ら
算
出
し
、
..そ
の
実
質
額
増
分
は
日
本
銀
行
統
計
局
調
べ
の
化
学
工
業
卸
売
物
価
指
数
で 

デ
.プ
レ
ー

ト

b

た
も
の
か
ら
算
姐
し
た
。
ん
資
本
財
物
価
は
同
局
調
べ
の
資
本
財
物
価
指
数
で
あ
る
。
':
.「

主
要
企
業
経
営
分
析」
'
ザ
ー
タ
は
同
一
企

 

業
の
追
跡
調
査
を
行
な
っ
で
い
る
た
め
に
、他
の
標
本
デ
.丨
タ
で
よ
く
問
題
と
な
，る
標
本
替
え
.に
伴
う
難
点
を
も
た
な
い
と
い
う
有
利
さ
が
あ
る
。
 

し
か
し
そ
の
半
面
’

わ
が
国
経
済
の
急
速
な
拡
大
に
よ
っ
て
、
固
定
さ
れ
て
い
る
.標
^

で
あ
名
た
め
.：に

全

企

業

に

対

す

る

ゥ

ェ

，
ィ

ト

が

低

下

す

る

こ
.と
を
避
け
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
を
.承
知
の
上
で
特
に
こ
の
デ
.
I
タ
を
3 i
' x

だ
.理
由
は
、'
文
字
通
り
の「

主
.要
企
業
群」

を
分
析
で
き
る
こ
と

.. 

:
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' 

•

文
あ
る
。

「

主
要
企
業」

は
恐
ら
く
企
.業
行
動
の
合
理
性
を
も
っ
と
も
よ
く
反
映
し
次
デ
1.

タ
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
と
考
え(

た
か
ら
で
あ
る
。

そ

ベ

-

.

,

.

.

.

.

.

.

. 

. 

.
•
'
- 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

'し
て
，
筆
者
の
刻
待
ば
決
し
て
裏
切
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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.
廣

比
較
研
究
と
い
う
こ
と

歴
史
家
は
史
料
に
ょ
っ
，て
知
る
：。
知
る
た
め
.に
は
そ
れ
に
向
っ
て
盛
ん
に
問 

:
い
か
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
問
題
が
何
か
，
問
.い
か
け
を
正
し
く
果
す
た
め
肝
要 

な
の
は
こ
の
点
で
あ
っ
た
。

問
題
の
設
定
と
で
も
い
っ
禿
ら
い
い
か
.。
こ
れ
を
. 

か
け
.ば
、.
満
足
な
問
い
か
け
は
到
底
で
き
な
い
：。
-：
,
何
が
問
題
か
。
肝
心
な
こ
と 

.
は
そ
れ
を
知
る
方
法
で
あ
っ

た
。
i t
i c

と
い
う
手
段
で
こ
れ
が
可
能
で
'あ
る
。
. 

.歴
史
家
は
多
く
の
助
力
を

そ
こ
に
求
め
な
け
れ
ば
な

ら

な

い

。
i

員
そ
れ
だ
け 

の
こ
と
は

あ
る
。
比
較
法
は
歴
史
研
究
の
第
ー
歩
で
あ
っ
た
。
 

.

:

こ
れ
ほ
ど
重
要
な
比
較
検
討
で
あ
る
。'
.
七
か
し
経
済
史
'に
そ
れ
が
本
格
的
な 

導
入
を
み
る
に
い
：た
っ
た
の
，は
そ
う
遠
い
以
前
で
は
な
か
っ
た
。
®

々
一
九

三 

◦

年
代
の
と
と
で
あ
名
？
そ
の
間
に
お
い
て
フ
ラ：

ン
ス
の
史
家
ブ
ー
ロ
シ
^
め
呼 

び
か
け
は
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
。：
ブ
，ロ
.
ッ
ク
は
：研
究
：で
比
敕
准
を
縦
横
に
駆 

, 

'使

し

た.0
特

異

な

学

者

ネ

し

V

彼
の
名
を
忘
れ
る
こ
之
が
で
き
な
> >

レ
か
:̂ 

比
較
と
い
う
こ
と
で
単
に
問
題
の
所
^
を
は
ク
き
ウ
で
き
る
だ
け
で
は
な
か
つ 

.

た
。
た
か
が
事
実
の
発
掘
に
と
ど
ま
ら
な
い
。：.：ブ
：ぞ
ッ
'
汐

择

ょ

れ

ば

、
，
比

較

#

 

3

丨
ロ
ッ
パ
社
会

.
の
比
較
史

：

.

.

.

討
の
み
が
：英
知
に
.い
た
.る
唯
一
の
方
法
で
あ
っ
た
。
彼
は
そ
う
断
言
す
る
。
従 

来
^

ら
.ゆ
る
推
移
を
当
然
な
も
.の
と
し
て
葬
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
い
か
に
も 

忽
卒
で
は
な
い
か
。
し
'か
し
比
較
法
を
知
っ
た
時
、
そ
れ
は
断
じ
て
許
せ
.な 

い
。
ブ
ロ
ッ
ク
め
努
力
は
彼
が
ソ
ル
ボ
ゾ
ヌ
に
移
っ
た
最
初
の
_
義
の
な
か
で 

見
事
に
結
実
さ
れ
た
：。

こ
れ
ま
で

■フ
ラ
ン
ス
.で
は
経
洚
史
の
研
究
を
新
し
い
時 

期
に
限
.ゐ
傾
狗
：が
強
か
ら
た
。

：

そ
れ
だ
け
に
封
建
制
の
正
確
な
位
置
づ
け
と
い 

う
こ
と
：の
必
要
性
.が
痛
感
さ
れ
て
い
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
は
講
義
を
そ
う
し
た
雰
囲 

気
の
.な
か
，で
.始
め
た
。
か
つ
て
ョ
1

口
ッ
パ
の
す
ベ
て
の
国
々
が
領
主
支
配
を 

.
知
マ
飞
い
た
メ
英
仏
の
両
禪
も
そ
の
一
例
外
で
は
な
く
、
.以
前
.は
同
じ
領
主
制
の 

:基
礎
の
上
に
：
立
:0

て
い
*

。.：
し
か
し
今
日
ま
0

た
く
異
質
の
国
に
な

■
っ
て
い 

名
.。
同
じ
起
源
か
ら
違
っ
た
結
果
が
生
れ
て
し
ま
.っ

た
,0
英

仏

間

に

お

い

て

は 

発
展
，の
過
程
で
起
:0
た
差
が
と
り
わ
け
顕
著
1

あ

'0
た
。
講
義
で
は
こ
の
ニ

国 

©

比
較
検
討
に
従
う
。
問
題
：は
フ
ラ
ン
.ス
に
お
け
る
封
建
制
の
位
置
づ
け
と
い 

::̂

と
；と
で
1

っ
た
。/
し
か
1>

彼
は
そ
：の
、場
合
に
ー
ら
才

1フ.シ
：ス
'だ
け
を
関
心
事 

一
と1.
な
い
。
..：
ィ

ギ
少

ス

，
に

対

^

て
ど
3

か
.と
'
い
う
発
想
に
ネ
っ4T

比
較
検
討 

,
に
ょ
ら
な
け
れ
ば
な
办
な
い
。.

(

も
は
や
彼
が
そ
こ
：で
皮
相
的
な
記
述
に
あ
き
た

.
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